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入院中の思春期の子どもに対して
親としてできること

国立成育医療研究センター こころの診療部



トラウマに関するストレス反応は、重篤
な病気やケガなどによる入院に際し、よく
起こる現象です。子どもだけでなく、家族
全員が影響を受けることもあります。最初
は、親として、子どもと自身のためにどう対
処すれば良いのか、戸惑うかもしれません。

１．トラウマに関するストレス反応とは

・ 怒りっぽくなる、あるいは落ち着きがなく
なる。

・ 不安や神経過敏になったり、混乱したり
する。

・ いらいらする、または無愛想になる。

・ 虚しさを感じる、または感情が麻痺する。

２．思春期の子どもの場合、
こんなことがトラウマに関係する

・ 次に起こることが予測できないとき

・ 持続する痛みや、痛みを伴う処置

・ 目立つケガや、あとが残るけがなど

・ 自分が病気であること、入院しているこ
とを、他人がどう思っているかという不安
や恐れ

・ 死への恐怖

３．病院では親にもトラウマ反応が
起こります

・ 思春期のわが子が病気になったり、けが
をしたりして入院すると、いらいらしたり、
悲しくなったり、心配や無力感を感じる
ことがあるでしょう。

・ 医療スタッフとの関係が優先され、他の
大切な関係や活動が途切れたり後回
しにされたりすると、親であるあなたはス
トレスを感じるかもしれません。

・ 親にとっても思春期の子どもにとっても、
入院という経験によって、安全、傷つき
やすさ、公平性などについての根本的
な信念が揺らぐことがあります。

また、多くの親が、病気やけがをした子ど
も（またはきょうだい）と、気持ちや怖れ、
疑問についてどう話し合えば良いのか、と
戸惑いを感じます。

４．思春期の子どもを持つ親や
養育者の方へ、役に立つお知らせ

病院には、あなたと似たような状況にあ
る親や養育者の方を支援する専門家が
います。もし、どのようにわが子を支えたら
良いのか分からず心配している、あるいは
ただ話を聞いてほしいというときには、病院
の家族支援の担当者を探してみてくださ
い、ソーシャルワーカー、あるいはメンタルヘ
ルスの専門家などです。また、お子さんに
対し、誰かに話を聞いてもらうよう促すの
も良いかもしれません。このハンドアウトの
裏面にある情報も参考にしてください。



５．入院中の思春期の子どもを
支える8つの工夫

① あなたは子どもにとって最良のキー
パーソンです。
ときには難しくても、なるべく落ち着い
て、お子さんを安心させてあげて下さい。
幾度でも抱きしめ、褒めてあげてください。
病院のスタッフは、病気やけがをした子
どもを支えるプロであることを、お子さんに
伝えて下さい。

② お子さんを責めないようにしましょう
入院という経験に対して激しい感情を
もつことはめずらしくありませんが、ずっと
続くわけではありません。子どもが怒りや
混乱、恐怖を感じることを遮らず、その
感情について進んで話し合いましょう。
「おとな」と見てほしい一方で恐怖を感
じてもいて、親であるあなたからのいたわ
りと支えを必要としていることを分かって
あげましょう。

③ 本当のことを伝えましょう
思春期の子どもは口には出さなくても、
情報を欲しています。もし子どもが痛み
を伴う処置を受けなければならないなら、
痛みがあるかもしれないことを正直に伝
え、あなたが良くなるためにやるのだと説
明しましょう。これから起ることを知ること
で、子どもはより安心して過ごせるように
なります。

④ 医学的な話し合いにはできるだけ参
加させましょう
思春期の子どもに、分からないことは
医師や看護師に自分で質問するよう
促しましょう。

痛みやつらい処置に前もって備えることに
より、意思決定に自身が参加できるよう
手助けしましょう。

⑤ 親としての気持ちについて話す機会を
作りましょう。
思春期の子どもは、自覚している以上
に知っている一方で、情報やひとの気持ち
を誤解しやすい一面があります。お子さん
がどんなことを考えているのか、信じている
のかを優しく尋ねると同時に、親としてのあ
なた自身の考えや気持ち、反応などシェア
してみてください。

⑥ 思春期の子どもは自意識がつよく、自
分の見た目や、みんなに溶け込めるかとい
うこと、プライバシーについて特に気にしま
す。安心させてあげながらも、本当のことを
伝えましょう。子どものプライバシーを尊重
し約束できるよう工夫しましょう。子ども自
身ができるケアがあれば、任せてみましょう。

⑦ 昔からの友達とのつながりを保つと同
時に、新しい友達をつくれるよう手助けし
ましょう。同じ病棟に似たような境遇の子
がいれば、お子さんを紹介してくれるよう、
医療スタッフに尋ねてみましょう。

⑧ あなた自身のセルフケアを大事にして
ください。
あなたが心配していたり、落ち着かな
かったり、眠れていなかったりするのを子ど
もが察すると、状況はより難しくなるかもし
れません。恐れず、家族や友人に助けを
もとめてください。家族や友人、カウンセ
ラー、医師などに、心配なことを話してみま
しょう。


